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⽴命館⼤学 教学委員会

2023年度
データサイエンス+Rプログラム

⾃ ⼰ 点 検 ・ 評 価 報 告 書

注）データサイエンス+Rプログラム（応⽤基礎）に関する外部評価は、2023年度実績を踏まえ 2024年度実施予定
2024年3⽉18⽇
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科⽬別 履修者数・修得者数・修得率

科⽬名 クラス 期間 開講学部 履修者数 修得者数 修得率

情報技術と社会

J 春 法/国関/映像 112名 96名 85.7%
S 春 産社/⽂ 191名 144名 75.4%
E 春 経済/⽣命/薬/スポ/⾷マネ 120名 99名 82.5%

TA 春 理⼯ 93名 81名 87.1%
TB 秋 理⼯ 111名 95名 85.6%
GV 秋 経営/政策/総⼼ 160名 146名 91.3%
GW 春 経営/政策/総⼼ 163名 149名 91.4%

情報倫理と情報技術
K1 春 理⼯/情理 149名 144名 96.6%
K2 春 情理 149名 141名 94.6%
K3 春 情理 151名 147名 97.4%

IR18-AE114 Data literacy for research design R 秋 国関 12名 10名 83.3%
Introduction to Experimentation G1 春 情理 66名 50名 75.8%
Professional Ethics G1 春 情理 70名 67名 95.7%
Algorithm and Programming IH 春 GLA 23名 21名 91.3%

総計 1,570名 1,390名 88.5%

【データサイエンス+Rプログラム（基礎）】
（2023年度のみ）
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学部別 履修者数・履修率
学部 収容定員 履修者数 1回⽣ 2回⽣ 3回⽣ 4回⽣以上 履修率

法学部 2,880 72 43 7 7 15 2.5%
産業社会学部 3,240 139 69 18 25 27 4.3%
国際関係学部 1,440 44 5 17 11 11 3.2%
⽂学部 4,085 52 22 13 5 12 1.3%
映像学部 640 8 6 1 1 0 1.3%
経済学部 3,040 46 23 9 6 8 1.5%
理⼯学部 3,928 207 105 23 54 25 5.3%
情報理⼯学部 1,980 523 499 5 9 10 26.4%
⽣命科学部 1,300 15 7 1 6 1 1.2%
薬学部 840 21 21 0 0 0 2.5%
スポーツ健康科学部 940 23 16 2 2 3 2.4%
⾷マネジメント学部 1,280 15 1 9 0 5 1.2%
経営学部 3,180 180 72 48 23 37 5.7%
政策科学部 1,640 62 56 6 0 0 3.8%
総合⼼理学部 1,120 81 53 9 11 8 7.2%
グローバル教養学部 400 23 7 15 1 0 4.5%

合計 31,933 1,511 1,005 183 161 162 4.7%

（2023年度のみ）
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科⽬別 履修者数・修得者数・修得率

科⽬名 クラス 期間 開講学部 履修者数 修得者数 修得率

データサイエンス・AI基礎 G1 秋 法産国⽂映済理情
⽣薬ス⾷営政⼼ 199名 189名 95.0%

データエンジニアリング基礎 G1 秋 法産国⽂映済理情
⽣薬ス⾷営政⼼ 201名 185名 92.0%

Foundations of Data Science and AI G1 秋 法国映情政 46名 44名 95.7%

Foundations of Data Engineering G1 秋 法国映情政 48名 46名 95.8%

総計 494名 464名 93.9%

【データサイエンス+Rプログラム（応⽤基礎）】

（2023年度のみ）
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学部別 履修者数・履修率
学部 収容定員 履修者数 1回⽣ 2回⽣ 3回⽣ 4回⽣以上 履修率

法学部 2,880 10 5 5 0 0 0.3%
産業社会学部 3,240 11 3 8 0 1 0.3%
国際関係学部 1,440 32 7 2 6 17 2.2%
⽂学部 4,085 28 2 16 4 6 0.6%
映像学部 640 34 8 7 6 13 5.3%
経済学部 3,040 20 0 20 0 0 0.6%
理⼯学部 3,928 83 18 22 34 9 2.1%
情報理⼯学部 1,980 75 23 15 33 4 3.7%
⽣命科学部 1,300 13 1 7 5 0 1.0%
薬学部 840 4 4 0 0 0 0.5%
スポーツ健康科学部 940 2 2 0 0 0 0.2%
⾷マネジメント学部 1,280 6 2 1 2 1 0.4%
経営学部 3,180 84 15 27 27 15 2.6%
政策科学部 1,640 11 6 5 0 0 0.7%
総合⼼理学部 1,120 20 5 5 10 0 1.8%

合計 31,933 433 101 140 127 66 1.4%

（2023年度のみ）
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授業アンケート結果 ―データサイエンス+R(基礎)―

授業内容について

「シラバス遵守度」「能動的学習態度」「学びの役⽴ち度」で⾼い値を
⽰している
「 シ ラ バ ス 遵 守 度 」 が 4.6 ポ イ ン ト と ⾼ い 数 値 と な っ て い る の は 、
モデルカリキュラムに沿った授業が展開されたことを⽰している
また、「学びの役⽴ち度」が⾼い値となっていることは、学⽣に今後の
デジタル社会において、数理・データサイエンス・AIを⽇常の⽣活、仕事等の
場で使いこなすことができる基礎的素養を主体的に⾝に付けさせることが
できたと考えられる

設問 回答平均値（前年度）
Q1.シラバス遵守度 4.6（4.5）
Q2.授業外学習時間 2.0（2.0）
Q3.学習意欲の促進 3.8（3.8）
Q4.能動的学習態度 4.0（4.0）
Q5.到達⽬標達成度 3.7（3.7）
Q6.学び役⽴度 4.2（4.2）

※Q1: 5点:⾏われた 4点:ある程度⾏われた 3点:どちらともいえない 2点:あまり⾏われなかった 1点:⾏われなかった

※Q2: 5点:180分以上 4.375点:150分以上180分未満 3.75点:120分以上150分未満 3.125点:90分以上120分未満
2.5点:60分以上90分未満 1.875点:30分以上60分未満 1.25点:30分未満 0.625点:しなかった

※Q3: 5点:そう思う 4点:ある程度そう思う 3点:どちらともいえない 2点:あまりそう思わない 1点:そう思わない
※Q4: 5点:取り組んだ 4点:ある程度取り組んだ 3点:どちらともいえない 2点:あまり取り組まなかった 1点:取り組まなかった
※Q5: 5点:達成できた 4点:ある程度達成できた 3点:どちらともいえない 2点:あまり達成できなかった 1点:達成できなかった
※Q6: 5点:役⽴った 4点:ある程度役⽴った 3点:どちらともいえない 2点:あまり役⽴たなかった 1点:役⽴たなかった
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授業アンケート結果 ―データサイエンス+R(基礎)―

授業内容量について

得た知識・技能を今後どのように活かすか履修動機について

履修動機については、「授業内容に関⼼があった」
が昨年度同様最も多くなった。また授業内容に基づ
く履修選択傾向が増加したことが確認された。

推奨度について

「⼤いに推奨」を10.「推奨しない」を0として、
推奨度を計ったところ、全体の平均値が6.21と
なり、昨年度同様⾼い⽔準となっている。

修得度について

修得度については、「⾝についた」「ある程度⾝に
ついた」を合わせると74.4%を占めており、修得度は
⾼いと考えられる

難易度について

難易度については、「適切」が60.8%、「やや難し
い」が32.5%となっており、概ね適切な難易度になっ
ていると考えられる

授業内容量については、「適切」が55.8%、「やや多
い」が32.4%となっており、概ね適切な授業内容量と
なっている

得た知識・技能を今後どのように活かすかについては、「社会⼈になっ
たとき、仕事等での活⽤」が59.6%と最も多くなっており、次いで
「データサイエンスやAIなど、関連する科⽬の履修」が37.6%となって
いることから、プログラムの到達⽬標に合致した結果となっている

2023年度 結果
参考：22年度結果

411
615
205
289
236
279
47
50
59
71
356
390
221
584
11
115

総計

①授業内容に関⼼があったから

②将来の進路に有益だと思ったから

③シラバスを⾒て興味を持ったから

④先輩・友⼈に勧められたから

⑤単位が取りやすそうだから

⑥曜⽇時限の都合が良かったから

⑦卒業に必要な単位を修得するため

⑧その他

2023年度 結果
参考：22年度結果

78
147
36
57
127
231
165
302
122
213
144
248
43
79
50
59
29
39
12
21
18
34

0（推奨しない）

総計

5

4

3

2

1

10（⼤いに推奨）

9

8

7

6

2023年度 結果
参考：22年度結果

310
518
224
462
154
268
491
697
54
134

特になし

総計

データサイエンスやAIなど、
関連する科⽬の履修

⾃らの専⾨分野・科⽬の中での活⽤

ゼミや卒業論⽂、卒業研究での活⽤

社会⼈となったとき、仕事等での活⽤

2023年度 結果
参考：22年度結果

113
200
500
864
155
257
41
60
15
15

⾝につかなかった

総計

⾝についた

ある程度⾝についた

どちらともいえない

あまり⾝につかなかった

2023年度 結果
参考：22年度結果

103
156
268
449
501
728
46
65
6
14

簡単

総計

難しい

やや難しい

適切

やや簡単

2023年度 結果
参考：22年度結果

83
143
267
420
460
829
12
17
2
3

不⾜していた

総計

多い

やや多い

適切

やや不⾜していた
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授業アンケート結果 ―データサイエンス+R(応⽤基礎)―

授業内容について

「シラバス遵守度」「能動的学習態度」「学びの役⽴ち度」で⾼い値を
⽰している
「 シ ラ バ ス 遵 守 度 」 が 4.5 ポ イ ン ト と ⾼ い 数 値 と な っ て い る の は 、
モデルカリキュラムに沿った授業が展開されたことを⽰している
また、「学習意欲の促進」「能動的学習態度」が（基礎）と⽐べ、⾼い数値と
なった1つの要因として、⽂理を問わず知識・技能を修得できるよう導⼊した独
⾃LMSの影響もあると考えられる

設問 回答平均値
Q1.シラバス遵守度 4.5
Q2.授業外学習時間 1.9
Q3.学習意欲の促進 4.1
Q4.能動的学習態度 4.3
Q5.到達⽬標達成度 4.1
Q6.学び役⽴度 4.3

※Q1: 5点:⾏われた 4点:ある程度⾏われた 3点:どちらともいえない 2点:あまり⾏われなかった 1点:⾏われなかった

※Q2: 5点:180分以上 4.375点:150分以上180分未満 3.75点:120分以上150分未満 3.125点:90分以上120分未満
2.5点:60分以上90分未満 1.875点:30分以上60分未満 1.25点:30分未満 0.625点:しなかった

※Q3: 5点:そう思う 4点:ある程度そう思う 3点:どちらともいえない 2点:あまりそう思わない 1点:そう思わない
※Q4: 5点:取り組んだ 4点:ある程度取り組んだ 3点:どちらともいえない 2点:あまり取り組まなかった 1点:取り組まなかった
※Q5: 5点:達成できた 4点:ある程度達成できた 3点:どちらともいえない 2点:あまり達成できなかった 1点:達成できなかった
※Q6: 5点:役⽴った 4点:ある程度役⽴った 3点:どちらともいえない 2点:あまり役⽴たなかった 1点:役⽴たなかった
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授業アンケート結果 ―データサイエンス+R(応⽤基礎)―

授業内容量について

得た知識・技能を今後どのように活かすか履修動機について

履修動機については、「授業内容に関⼼があった」
が最も多く、次いで「曜⽇時限の都合が良かったか
ら」が多くなっている

推奨度について

「⼤いに推奨」を10.「推奨しない」を0として、
推奨度を計ったところ、平均値が8.11となり、
(基礎)と⽐較しても⾼い推奨度を有している

修得度について

修得度については、「⾝についた」「ある程度⾝に
ついた」を合わせると89.6%を占めており、⾼⽔準で修
得できているのではないかと考えられる

難易度について

難易度については、「適切」が55.8%、「やや難し
い」が24.4%となっており、概ね適切な難易度になっ
ていると考えられる

授業内容量については、「適切」が76.7%、「やや多
い」が11.8%となっており、概ね適切な授業内容量と
なっている

得た知識・技能を今後どのように活かすかについては、「データサイエ
ンスやAIなど、関連する科⽬の履修」が54.7%と最も多くなっており、
次いで「社会⼈となったとき、仕事等での活⽤」が48.4%となっている
ことから、プログラムの到達⽬標に合致した結果となっている

選択肢

①授業内容に関⼼があったから 331

②将来の進路に有益だと思ったから 157

③シラバスを⾒て興味を持ったから 179

④先輩・友⼈に勧められたから 43

⑤単位が取りやすそうだから 89

⑥曜⽇時限の都合が良かったから 196

⑦卒業に必要な単位を修得するため 123

⑧その他 0

総計
推奨度

10（⼤いに推奨） 167
9 36
8 95
7 72
6 28
5 30
4 12
3 6
2 3
1 1

0（推奨しない） 0

総計
選択肢

データサイエンスやAIなど、
関連する科⽬の履修 246

⾃らの専⾨分野・科⽬の中での活⽤ 150

ゼミや卒業論⽂、卒業研究での活⽤ 90

社会⼈となったとき、仕事等での活⽤ 218

特になし 37

総計

選択肢

⾝についた 109

ある程度⾝についた 294

どちらともいえない 33

あまり⾝につかなかった 11

⾝につかなかった 3

総計
選択肢

難しい 28

やや難しい 110

適切 251

やや簡単 47

簡単 14

総計 選択肢

多い 17

やや多い 53

適切 345

やや不⾜していた 28

不⾜していた 7

総計


